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起業家を世界へ送り出す「APU起業部」
第1期生活動報告会と修了式・第2期生キックオフ同時開催

昨年の発足から1年、4組が起業を達成

ニュースリリース

【お問い合わせ・取材お申込み】 学長室（広報）担当：ジョーンズ、大滝
〒874-8577  大分県別府市十文字原1－1  Tel: 0977-78-1114 携帯：090-5473-3803

ウェブサイト：http://www.apu.ac.jp Email：r-apu@apu.ac.jp

立命館アジア太平洋大学
2019年7月10日 配信 APUリリース 2019-20

7月14日（日）13：00～16：30 APUキャンパス H棟H101・カフェテリア

昨年7月16日の「APU起業部」発足から1年、1期生の活動報告会と今回選考を経て合格した2期生（11カ国30組
43名）の発足キックオフを開催します。

活動報告会では、3組の1期生がこれまでの活動を報告します。食事配達サービス「マイニチモンキー株式会社」を立ち
上げたレザー・イフタカーさん（2019年3月国際経営学部卒業）など「が、活動を報告します。

【当日のスケジュール】
13:00～15:30 起業部報告会【場所：H棟1階 H101】
15:30～16:30 クラウドファンディング支援者の皆様と起業部学生の交流会 【場所：カフェテリア】

■登壇学生
（1）杵築市大田村の限界集落で、観光業や加工業などの産業育成による若者の定住を促す 内藤裕介（日本）
（2）旅行体験の売買 アプリ開発 旅行のめんどくささを解消 「Traspy!」 内山浩輝（日本）
（3）フードデリバリーサービス「マイニチモンキー」 利用者と飲食店を繋ぐサービス レザー・イフタカー（バングラデシュ）

■「APU起業部」2期生
活動期間2019年7月14日から1年間
応募者数40組57名（11カ国）
合格者数30組43名（11カ国）
1期からの継続合格者は、5組

■応募者の特徴
1,2回生が全体の7割を超え、低回生からの関心が
高いことが伺えました。

6/22（土）に東京で実施された活動報告会にて、
参加者よりフィードバックを受ける登壇学生

6/22（土）に東京で実施された活動報告会参加の集合写真

■合格者の国籍
ベトナム、カメルーン、インドネシア、スリランカ、韓国、ウズベキスタン
ネパール、シンガポール、アフガニスタン、インド

■新たに合格した2期生のビジネスプラン（一部）
・観光ｘネパールの農村でのフィールドワーク（貧困根絶をめざして）
・コミュニティハウス（シェアハウス、ゲストハウス、スクール事業）
・地域コミュニティ再生
・和服・着物のリメイク


